押収物（仮）還付請求書
平成○○年○○月○○日
検察庁

検察事務官　　　　　　　　殿
請　求　者　　　　　　　　　　　　　　　

〒　　－

                            　　  請求者代理人弁護士   
　貴職が、平成○○年○○月○○日に差押え、また、同月　　日に任意提出により領置された別紙押収品目録交付書記載の請求者所有の物件のうち、未だ（仮）還付を受けていない下記物件は、請求者の営業上至急に必要とされるものであり、かつ、本件被疑事実との関連性・押収の必要性が認められず、また、仮に認められるとしても、既に押収により　　日を経過し、捜査に必要な合理的期間は経過していますので、直ちに（仮）還付されるよう請求します。
記
１　押収品目録（還付の対象に印を付す）　

以　上
